
CROSS CURRENTS
1

【
新
装
復
刻
版
】ク
ロ
ス
・
カ
レ
ン
ト
／
目
次

プ
ロ
ロ
ー
グ 

科
学
信
仰
と
生
命「
機
械
論
」は
、崩
壊
し
た
　
9

●〝
原
爆
〞
と〝
ペ
ニ
シ
リ
ン
〞
は
人
類
を
救
っ
た
か
？　
9

●
科
学
の〝
何
〞
が
、
ま
ち
が
っ
た
の
か
？　
10

●
生
命
は
精
巧

0

0

な
機
械

0

0

と
主
張
す
る
人
　々
11

●
生
命
「
機
械
論
」
が
閉
ざ
し
た
二
つ
の
道
筋　
12

「
生
命

0

0

」は
電
気

0

0

と
磁
気

0

0

の
力
に
支
え
ら
れ
て
い
る
　
14

●
物
理
学

0

0

0

と
生
物
学

0

0

0

の
統
合
に
よ
る
革
新　
14

●
生
命
と
は
、電
磁
場
の
中
の
電
磁
場
…
…　
15

●
自
己
治
癒
力
の
希
望
、環
境
破
壊
の
絶
望　
16

第
Ⅰ
章　
人
類
を
襲
う
新
た
な
難
病
、奇
病

人
工
電
磁
波
の
氾は
ん
濫ら
ん
で
、難
病
・
奇
病
が
急
増
し
た
　
18

●
ど
ん
ど
ん
弱
ま
る
人
類
の
抵
抗
力　
18

●
新
し
い
病
、〝
電
磁
波
過
敏

0

0

症
候
群
〞　
19

●
特
定
の
周
波
数
に
敏
感
に
反
応　
21

●
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
目
ま
い
、吐
き
気
…
…　
21

●
溶
鉱
炉
の
中
に
入
っ
た
よ
う
な
錯
覚　
23

●
抑
う
つ
、記
憶
力
減
退
、不
眠
症
、
け
い
れ
ん　
24

●
新
し
い
タ
イ
プ
の
病
気〝
慢
性
疲
労
病
〞
の
正
体　
26

●
過
敏
症
と
疲
労
病
は
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
多
発　
27

●
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
を
も
生
ん
だ
電
磁
波
？　
28

●
免
疫
シ
ス
テ
ム
を
妨
害
す
る
電
磁
波　
30

自
閉
症
、ダ
ウン
症
、乳
児
突
然
死
、ア
ルツハイマー
…
…
　
31

●
小
児
自
閉
症
と
電
磁
波
の
奇
妙
な
関
係　
31

●
マ
イ
ク
ロ
波
は
神
経
細
胞
を
激
し
く
損
傷　
33

●
Ｘ
染
色
体
異
常
お
よ
び
ダ
ウ
ン
症　
34

●
新
生
児
が
産
院
で
晒さ
ら
さ
れ
る
異
常
電
磁
波　
35

●
脳
も
神
経
も
異
常
電
磁
波
に
極
め
て
過
敏　
36

●
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
の
悲
劇　
37

●
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
と
電
磁
波
照
射
実
験
の
結
果　
39

●
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
に
な
っ
た
！　
41

●
三
〇
年
で
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
が
五
〇
％
増　
42

世
界
的
な
ガ
ン
急
増
の
背
景
に
、電
磁
波
の
濫
用
と
被
曝
　
42

●
ガ
ン
発
生
率
と
電
磁
波
の
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
関
係　
42

●
メ
ラ
ノ
ー
マ
（
黒
色
肉
腫
）
が
四
〜
五
倍
に　
44
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キャップス

●
強
力
な
電
磁
場
に
晒
さ
れ
て
い
た
！　
45

米
国
民
二
割
が
重
い
精
神
障
害
、若
者
自
殺
二
〜
四
倍
増
！
　
46

●
ア
メ
リ
カ
人
二
〇
％
が
重
い
精
神
障
害
者　
46

●
若
者
の
自
殺
、男
性
四
倍
、女
性
二
倍
増
…
…　
47

市
民
が
学
び
、立
ち
上
が
り
、行
動
す
る
し
か
道
は
な
い
　
49

●
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
ど
こ
に
行
く
の
か
？　
49

●
危
機
感
を
持
た
な
い
研
究
者
と
行
政
機
関　
50

●
一
人
一
人
が
危
機
に
め
ざ
め
る
時
だ　
51

第
Ⅱ
章　

 

自
然
界
の
電
磁
波
、そ
の
恵
み
と
脅
威

「
宇
宙
」は
、電
気
と
磁
気
に
満
た
さ
れ
て
い
る
　
54

●
目
に
見
え
ぬ
不
可
思
議
な
力
が
満
ち
る　
54

●
生
命
を
守
っ
て
き
た
地
球
の
地
磁
気
圏　
55

●
電
磁
場
強
度
と
生
命
の
リ
ズ
ム　
57

●
太
陽
風
と
磁
気
嵐
と
オ
ー
ロ
ラ
（
極
光
）　
58

●
磁
気
嵐
は
人
間
の
精
神
に
も
大
き
く
影
響　
59

●
Ｓ
Ｎ
磁
極
反
転
に
よ
る
生
物
種
の
大
絶
滅　
61

●
沈
殿
層
中
の
放
散
虫
の
絶
滅
と
進
化
の
謎　
62

●
ダ
ー
ウ
ィ
ン
進
化
論
を
否
定
す
る〝
断
絶
〞　
63

●
磁
気
反
転
で
有
害
太
陽
風
と
放
射
線
が
襲
う　
64

●
地
球
磁
場
の
周
波
数
変
動
が
生
存
能
力
を
奪
う　
66

●
磁
場
の
変
化
が
「
進
化
」
を
う
な
が
す　
68

●
凄
ま
じ
い
磁
場
変
動
を
生
み
出
す
現
代
人　
69

●
地
磁
気
の
磁
場
と
生
命
の
起
源
を
た
ど
る　
70

●〝
手
の
命
題
〞
を
解
く
磁
場
の
奇
跡
と
は
？　
71

●
人
類
が
創つ
く
っ
た
も
う
一
つ
の
危
機〝
電
磁
波
〞　
73

第
Ⅲ
章　
未
来
に
向
け
、新
た
な
る
科
学
の
革
新

●
生
物
は
地
球
磁
場
か
ら〝
情
報
〞
を
受
け
取
る　
76

●
「
電
流
」
と
「
磁
場
」
の
不
思
議
な
関
係　
77

●
電
磁
波
と
は
電
気
と
磁
気
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
波
動　
78

●
電
磁
ス
ペ
ク
ト
ル
四
分
の
三
は〝
光
〞
で
あ
る　
80

●
光
（
フ
ォ
ト
ン
）
は
「
波
」
で
あ
り
「
粒
子
」
だ　
81

●
測
定
技
術
の
発
達
が
理
論
の
正
し
さ
を
証
明　
82

●
地
磁
気
と
生
物
の
周
期
は
リ
ン
ク
し
て
い
る　
84

●
生
物
は
一
日
の
磁
気
変
化
を〝
時
計
〞
と
し
て
い
る
！　
85

●
バ
ク
テ
リ
ア
の
体
内
に
取
り
込
ま
れ
た
磁
石　
86

●
磁
石
は
微
生
物
の〝
コ
ン
パ
ス
〞
と
し
て
機
能
す
る　
87

伝
書
鳩
が
迷
わ
ず
巣
に
戻
る
驚
異
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
　
88

●
実
験
で
証
明
さ
れ
た
鳩
の
磁
気
方
向
感
覚　
88
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●
鳩
は
地
磁
気
か
ら
方
向
感
覚
を
得
て
い
た　
91

●
電
子
顕
微
鏡
で
確
認
さ
れ
た
脳
内
磁
性
体　
91

●
最
高
性
能
の
磁
気
コ
ン
パ
ス
よ
り
優
れ
る　
92

あ
ら
ゆ
る
生
命
は
、体
内
に〝
磁
気
コ
ン
パ
ス
〞を
持
つ
　
93

●
人
間
の
脳
に
も
あ
っ
た〝
磁
気
感
覚
〞器
官　
93

●
ト
カ
ゲ
は
ど
う
し
て
故
郷
に
た
ど
り
着
く
？　
94

●
あ
ら
ゆ
る
生
命
体
に〝
磁
気
器
官
〞
が
存
在　
96

〝
第
三
の
眼
〞松
果
体
も
、外
部
の
磁
気
を
感
知
す
る
　
96

●〝
分
泌
腺
の
主
人
〞松
果
体
の
磁
気
感
覚　
96

●
生
命
サ
イ
ク
ル
を
支
配
す
る〝
時
計
〞　
97

●
精
神
神
経
病
と
ガ
ン
の
治
療
に
も
関
連
が
あ
る　
99

●
松
果
体
が
乱
れ
れ
ば
心
身
は
失
調
す
る　
100

●
生
物
は
電
磁
場
と
可
視
光
線
か
ら
外
部
情
報
を
得
る　
100

●
生
体
内
に
完
成
さ
れ
た
二
重
神
経
系　
102

●
未
来
の
新
た
な〝
電
磁
エ
ネ
ル
ギ
ー
〞医
療
の
可
能
性　
104

第
Ⅳ
章　
現
代
社
会
が
作
り
出
す
電
磁
波
汚
染

電
気
文
明
の
夜
明
け
は
、人
類
に
何
を
も
た
ら
し
た
か
？
　
108

●
偉
大
な
る
技
術
の〝
勝
利
〞
へ
の
疑
問　
108

●
放
電
、電
磁
エ
ネ
ル
ギ
ー
、共
振
、波
動
…
…　
109

人
類
は
電
磁
波
エ
ネ
ル
ギ
ー
の〝
海
〞を
泳
い
で
い
る
　
110

●
社
会
は
電
気
の
信
じ
が
た
い
力
で
形
成
さ
れ
た　
110

●
わ
れ
わ
れ
を
取
り
巻
く
異
常
電
磁
波
の
出
現　
111

●
急
激
か
つ
猛
烈
な〝
進
化
〞
と〝
発
展
〞
…
…　
112

●
対
人
攻
撃
の
電
磁
エ
ネ
ル
ギ
ー
す
ら
開
発
！　
114

●
電
磁
波
の〝
汚
染
〞
は
、眼
に
は
見
え
な
い　
115

つ
い
に
、最
初
の
健
康
障
害
が
、現
れ
て
き
た
…
…
　
116

●
労
働
者
は
原
因
不
明
の
気
分
の
悪
さ
を
訴
え
た　
116

●
体
温
が
、
わ
ず
か
一
五
分
間
で
二
度
も
上
昇
！　
117

●
め
ま
い
、吐
き
気
、電
磁
波
治
療
機
の
副
作
用　
118

●
マ
イ
ク
ロ
波
レ
ー
ダ
ー
操
作
員
た
ち
の〝
症
状
〞　
118

●
無
視
さ
れ
た
実
験
結
果
、白
内
障
は
起
こ
っ
た　
120

●
網
膜
ま
で
損
傷
さ
れ
て
い
た
！　
121

「
恐
怖
」は
、し
だ
い
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
　
122

●
軍
事
機
密
の
前
に
、事
実
は
隠
蔽
さ
れ
て
い
る　
122

●
説
明
不
能
の
出
血
、白
血
病
、脳
腫
瘍
の
増
加　
123

ど
こ
ま
で
、電
磁
波
は
、危
険
な
の
か
…
…
？
　
124

●
最
初
の〝
安
全
基
準
〞
が
設
定
さ
れ
た
が　
124

●
そ
し
て
、初
め
て
発
ガ
ン
性
が〝
証
明
〞
さ
れ
た　
125

巧
妙
に〝
不
都
合
な
真
実
〞を
隠
す
研
究
者
た
ち
　
127

●
わ
ざ
わ
ざ
無
菌
動
物
を
使
用
し
た
ナ
ゾ
を
解
く　
127
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●
マ
イ
ク
ロ
波
で
ガ
ン
は
四
倍
に
増
え
て
い
た
！　
129

●
マ
イ
ク
ロ
波
照
射
ス
ト
レ
ス
が
ガ
ン
を
誘
発　
130

●
電
磁
波
照
射
は
極
め
て
強
い
ス
ト
レ
ス
と
な
る　
130

●
狡
猾
に
計
画
さ
れ
た
空
軍
の〝
安
全
性
〞実
験　
131

政
府
と
軍
部
は
、的
は
ず
れ
な〝
安
全
基
準
〞を
公
表
　
132

●
身
長
と
ア
ン
テ
ナ
を
同
一
視
⁉　
奇
妙
な〝
理
論
〞　
132

●
「
熱
効
果
」
の
み
で
ご
ま
か
し
続
け
る
悪
質
さ　
133

●
マ
イ
ク
ロ
波
は
遺
伝
子
に
も
影
響
す
る　
134

●
胚
細
胞
や
染
色
体
に
異
常
を
も
た
ら
す　
135

ダ
ウ
ン
症
、脳
腫
瘍
、生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
が
犠
牲
に
　
136

●
電
波
中
継
基
地
の
街
の
ダ
ウ
ン
症
一
〇
倍
！　
136

●
レ
ー
ダ
ー
操
作
員
の
父
親
、脳
腫
瘍
の
子
が
多
発　
137

●
マ
イ
ク
ロ
波
が
急
増
し
脳
腫
瘍
も
急
増
し
た　
139

●
送
電
線
か
ら
の
超
低
周
波
放
射
も
危
険
だ　
140

米
軍
の
超
低
周
波
交
信「
サ
ン
グ
イ
ン
計
画
」を
中
止
に
　
141

●
潜
水
艦
と
の
交
信
を
目
指
す〝
凶
暴
〞
な
計
画
案　
141

●
一
〇
人
中
九
人
に
著
し
い
ス
ト
レ
ス
反
応　
142

送
電
線
で
自
殺
が
増
え
る
、子
ど
も
が
ガ
ン
に
な
る
！
　
144

●
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
送
電
線
被
害
の
調
査
開
始　
144

●
送
電
線
な
ど
低
周
波
を
浴
び
る
と
自
殺
が
増
え
る　
146

わ
ず
か
三
ミ
リ
ガ
ウ
ス
で
幼
児
は
発
ガ
ン
し
て
い
る
　
147

●
幼
児
の
発
ガ
ン
率
に
重
大
な
関
係
あ
り　
147

●
つ
い
に
発
ガ
ン
性
を
認
め
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州　
148

●
送
電
線
か
ら
一
五
ｍ
で
一
〇
〇
ミ
リ
ガ
ウ
ス　
149

電
磁
波
で
、ガ
ン
は
何
倍
、何
十
倍
に
も
増
え
て
い
く
　
151

●
低
周
波
で
ガ
ン
細
胞
は
数
百
％
も
増
殖
す
る　
151

●
ガ
ン
細
胞
を
一
六
〇
〇
％
も
加
速
、悪
性
化　
152

●
脳
腫
瘍
の
発
生
率
は
な
ん
と
一
三
倍
に
激
増　
153

学
習
障
害
、行
動
異
常
、免
疫
低
下
…
…
異
常
が
続
出
す
る
　
154

●
目
に
見
え
て
学
習
レ
ベ
ル
低
下
は
長
く
続
く　
154

●
セ
ロ
ト
ニ
ン
、
ド
ー
パ
ミ
ン
が
著
し
く
抑
制　
155

●
電
磁
波
照
射
ラ
ッ
ト
は
伝
染
病
で〝
全
滅
〞　
156

●
バ
テ
ル
研
究
所
の
露
骨
な
、
も
み
消
し
工
作　
157

人
工
電
磁
波
は「
周
波
数
に
関
係
な
く
」有
害
で
あ
る
　
159

●
あ
ら
ゆ
る
周
波
数
で
先
天
異
常
、奇
形
が
発
生　
159

●
一
ミ
リ
ガ
ウ
ス
微
弱
電
磁
波
で
も
胚
に
異
常　
160

●
遺
伝
子
、染
色
体
も
攻
撃
、破
壊
さ
れ
る　
161

●
マ
イ
ク
ロ
波
が
低
周
波
に
変
調
さ
れ
て
生
体
を
侵
す　
163

●
放
送
タ
ワ
ー
周
辺
に
あ
ら
ゆ
る
ガ
ン
が
多
発　
165

電
磁
波
の〝
一
〇
大
危
険
性
〞に
目
覚
め
る
べ
き
だ
　
166

●
人
類
の〝
不
安
〞
は
現
実
と
な
っ
た　
166

●
ガ
ン
増
加
は
電
磁
波
被
曝
が
明
白
な
原
因
だ　
169
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子
ど
も
や
孫
の
未
来
の
た
め
、市
民
よ
立
ち
上
が
れ
！
　
171

●
ま
ず
、弱
い
胎
児
が
犠
牲
と
な
る　
171

●
未
来
の
世
代
に
与
え
る
電
磁
波
の
脅
威　
173

第
Ⅴ
章　

 
超
低
周
波
と
人
間
の
意
識
・ 

精
神
の
謎
に
迫せ

ま

る

あ
な
た
は
自
分
の
意
思
で
行
動
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
？
　
176

●
意
識
と
は
自
由
意
志
と
は
、
は
た
し
て
何
か　
176

●
意
識
は
、
は
た
し
て
ど
こ
に
存
在
す
る
の
か
？　
177

外
界
の
電
磁
波
は
知
ら
な
い
う
ち
に
あ
な
た
を
動
か
す
　
178

●
人
間
の
意
識
や
行
動
を
左
右
す
る
電
磁
波　
178

●
磁
気
嵐
の
と
き
精
神
科
病
院
の
患
者
が
増
え
る　
179

「
生
理
」「
意
識
」は
見
え
ざ
る
電
磁
場
に
左
右
さ
れ
る
　
180

●
宇
宙
飛
行
研
究
に
欠
け
て
い
た
も
の　
180

●
脳
の
中
枢
に〝
快
楽
領
域
〞
が
存
在
す
る
？　
182

「
感
情
」「
行
動
」を
遠
隔
操
作
し
た
学
者
　
183

●
デ
ル
ガ
ー
ド
博
士
、闘
牛
の
恐
る
べ
き
実
験　
183

●
「
精
神
」
は
脳
の
電
気
刺
激
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
⁉　
185

動
物
は
本
能
的
に〝
快
楽
〞を
求
め
る
　
187

●
キ
ャ
ン
ベ
ル
博
士
の
デ
ル
ガ
ー
ド
へ
の
反
論　
187

●
人
間
は
理
性
的
思
考
で
快
楽
を
得
る　
188

●
実
験
動
物
の
行
動
で
発
生
し
た
超
低
周
波　
189

外
部
か
ら
低
周
波
照
射
で「
感
情
」を
支
配
す
る
　
190

●
脳
へ
の
低
周
波
刺
激
と
精
神
コ
ン
ト
ロ
ー
ル　
190

●
人
間
精
神
と
超
低
周
波
と
の
深
い
つ
な
が
り　
192

●
意
識
喪
失
を
起
こ
す
電
磁
波
と
脳
内
電
流　
193

●
記
憶
、論
理
、創
造
│
│〝
精
神
の
母お
も

屋や

〞　
195

第
Ⅵ
章　
電
磁
波
被
害
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る

電
磁
波
の
害
は
、タ
バ
コ
の
害
以
上
に
明
ら
か
だ
　
198

●
科
学
者
た
ち
は
余
り
に
も
無
知
で
あ
る　
198

●
人
間
は
水
を
満
た
し
た
ヤ
カ
ン
か
？　
199

●
物
理
的〝
説
明
〞
の
落
と
し
穴
に
は
ま
る　
200

●
「
非
熱
」「
発
熱
」議
論
の
コ
ッ
ケ
イ
さ　
200

●
喜
劇
的〝
ア
ン
テ
ナ
理
論
〞
と
発
熱
効
果　
202

●
問
題
は
発
熱
現
象
の
み
で
は
な
い　
204

〝
見
え
な
い
〞力
が
細
胞
を
破
壊
し
て
い
る
！
　
205

●
神
経
細
胞
か
ら
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
流
出　
205

●
ヒ
ン
ト
と
な
る
核
磁
気
共
鳴

0

0

0

0

0

現
象　
206

「
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
共
鳴
」す
べ
て
謎
は
解
け
た
！
　
207
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●
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
放
出
と
「
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
共
鳴
」　
207

●
細
胞
が〝
破
壊
〞
さ
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム　
208

●
電
磁
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
に　
210

●
実
験
が
証
明
し
た
恐
る
べ
き
事
実　
211

●
す
べ
て
を
動
か
す
「
共
鳴
」現
象
の
神
秘　
213

●
生
物
学
的
共
鳴
と
そ
の
働
き
を
探
る　
214

●
臓
器
の
共
鳴
波
形
で
映
像
を
読
み
取
る　
215

ハ
ン
ド
・
パ
ワ
ー
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
同
じ
原
理
　
216

●
磁
気
共
鳴
と
治
療
現
象
の
神
秘　
216

●
ハ
ン
ド
ヒ
ー
リ
ン
グ
は
極
め
て
科
学
的
治
療
法
だ　
218

●
超
能
力
、超
常
現
象
も
説
明
で
き
る　
219

●
超
能
力
の
奥
深
い
神
秘
に
迫
る　
220

電
磁
波
は
染
色
体
を
破
壊
し
分
裂
を
阻
害
す
る
　
222

●
観
察
さ
れ
る
様
々
な
異
常
分
裂　
222

●
異
常
電
磁
波
で
生
命
活
動
は
破
壊
さ
れ
る　
223

●
生
命
固
有
の
磁
気
特
性
が
乱
さ
れ
る　
224

●
直
流
磁
場
が
ガ
ン
細
胞
を
破
壊
し
た
！　
226

●
想
像
を
超
え
る
複
合
的
電
磁
共
鳴
現
象　
228

●
人
類
と
地
磁
気
を
結
び
付
け
る
「
新
発
見
」　
228

第
Ⅶ
章　

 

危リ
ス
ク険
と
利ベ

ネ
フ
イ
ツ
ト益
の
比
較
、 

解
決
へ
提
言
す
る

巨
大
な
力
が
電
磁
波
汚
染
と
被
曝
を
推
進

0

0

し
て
い
る
　
232

●
さ
て
、
あ
な
た
に
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
？　
232

●
ま
ず
リ
ス
ク
と
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
比
較
す
る　
233

被
害
は「
強
度
」×「
時
間
」で
決
ま
る
　
235

●
被
曝
線
量
の
考
察　
電
気
剃
刀
と
電
気
毛
布　
235

●
電
気
毛
布
は
ア
ウ
ト
、電
池
剃
刀
は
Ｏ
Ｋ　
236

「
安
全
基
準
」は一ミ
リ
ガ
ウ
ス
、居
住
地
は
〇
・一ミ
リ
ガ
ウ
ス
　
238

●
電
磁
波
の
安
全
基
準
は
一
ミ
リ
ガ
ウ
ス
以
下　
238

●
身
の
回
り
の
電
磁
波
を
測
っ
て
み
る　
239

●
ブ
ラ
ウ
ン
管
式
テ
レ
ビ
の
危
険
性　
240

●
パ
ソ
コ
ン
・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
流
産
集
団
発
生　
242

●
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
電
磁
波
漏
れ
は〝
情
報
〞漏
れ　
244

●
先
天
異
常
、白
内
障
、生
理
不
順
、不
眠
…
…　
245

●
電
磁
波
被
曝
に
よ
る
流
産
発
生
率
は
二
倍　
246

●
せ
め
て
画
面
か
ら
三
〇
イ
ン
チ
離
れ
ろ
！　
248

●
女
性
は
妊
娠
し
た
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
業
務
か
ら
離
れ
ろ　
248

●
学
校
で
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
授
業
へ
の
不
安　
249
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蛍
光
灯
、頭
上
か
ら
電
磁
波
を
浴
び
る
　
250

●
蛍
光
灯
は
ど
れ
だ
け
危
険
か
？　
250

●
教
室
の
蛍
光
灯
と
子
ど
も
た
ち
の
行
動
障
害
の
関
係
は
？　
252

電
気
時
計
、ド
ラ
イ
ヤ
ー
、電
気
ヒ
ー
タ
ー
も
注
意
　
253

●
枕
元
の
電
気
時
計
は
す
ぐ
や
め
る　
253

●
美
容
師
に
な
ぜ
乳
ガ
ン
が
多
い
の
か
？　
253

●
パ
ネ
ル
・
ヒ
ー
タ
ー
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
に
近
づ
け
な
い　
254

●
電
気
に
よ
る
床
・
天
井
暖
房
は
危
険
す
ぎ
る　
255

●
マ
イ
ク
ロ
波
が
洩
れ
る
！　
電
子
レ
ン
ジ
に
近
づ
く
な
！　
256

●
マ
イ
ク
ロ
波
の〝
安
全
〞
レ
ベ
ル
は
い
ま
だ
不
明　
257

●
無
線
機
・
コ
ー
ド
レ
ス
ホ
ン
・
携
帯
電
話　
258

●
身
の
回
り
の
電
磁
波
を
測
る
方
法　
259

電
波
塔
が
発
信
す
る〝
電
波
〞も
危
険
だ
　
261

●
テ
レ
ビ
と
Ｆ
Ｍ
、Ａ
Ｍ
放
送
タ
ワ
ー
も
あ
ぶ
な
い　
261

●
Ｆ
Ｍ
電
波
を
浴
び
る
ほ
ど
白
血
病
が
増
え
る　
263

「
と
る
に
足
り
ぬ
問
題
」（
米
環
境
保
護
局〈
Ｅ
Ｐ
Ａ
〉）　
264

●
市
民
は
自
己
防
衛
す
る
し
か
な
い　
264

●
放
送
タ
ワ
ー
か
ら
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
ろ
！　
265

●
全
米
に
危
険
な〝
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
〞二
〇
〇
カ
所　
266

●
マ
イ
ク
ロ
ウ
ェ
ー
ブ
の
危
険
度
は
？　
267

電
波「
安
全
基
準
」は一平
方
当
た
り
〇・一ミ
リ
ワット
以
下
に
　
268

●
マ
イ
ク
ロ
ウ
ェ
ー
ブ
問
題
の
解
決　
269

●
テ
レ
ビ
塔
は
、衛
星
放
送
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
）
で
不
要
と
な
る　
270

送
電
線
で
室
内
一
〇
ミ
リ
ガ
ウ
ス
な
ら
す
ぐ
引
っ
越
せ
　
271

●
子
ど
も
に
は
特
に
危
険
だ
！　
271

●
反
対
運
動
は
時
間
と
労
力
が
か
か
る　
272

電
力
設
備
は
過
剰
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
」は
噓
だ
　
273

●
電
力
不
足
で
経
済
破
滅
は
大
噓
だ　
273

●
余
り
に
過
剰
な
電
力
、余
り
に
過
剰
な
被
害　
274

電
力
供
給
を「
集
中
型
」か
ら「
分
散
型
」に
換
え
る
　
276

●
巨
大
発
電
所
を
小
規
模
発
電
所
に　
276

●
水
力
・
風
力
・
太
陽
な
ど
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
！　
277

企
業
は「
利
益
」、市
民
は「
健
康
」で
対
立
す
る
　
278

●
企
業
と
市
民
の
双
方
の
主
張
激
突　
278

●
ナ
ン
セ
ン
ス
き
わ
ま
り
な
い〝
予
測
〞　
280

●
企
業
利
益
に
奉
仕
す
る
御
用
学
者　
280

●
市
民
の
立
場
は
余
り
に
も
弱
い　
282

●
健
康
と
未
来
の
た
め
勇
気
の
一
歩
を
踏
み
出
そ
う　
283

〈
訳
者
解
説
〉有
害
電
磁
波
の
悲
劇
は
す
で
に
全
人
類
を 

襲
っ
て
い
る
　
284
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●
大
病
院
と
放
送
ス
タ
ジ
オ
の
ガ
ン
リ
ス
ク　
284

●
電
話
局
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
肺
ガ
ン
一
〇
〇
倍
！　
285

●
市
民
の
側
に
立
つ
稀け

有う

な
学
者　
287

●
世
界
最
大
の
軍
隊
と
一
人
対
峙
す
る　
289

広
大
な
宇
宙
か
ら
生
命
の
ミ
ク
ロ
の
世
界
ま
で
解
明
　
290

●
地
球
の
固
有
波
動
と
生
命
現
象　
290

●
あ
ら
ゆ
る
生
物
に
磁
気
器
官
（
生
体
コ
ン
パ
ス
）　
291

●
ア
ナ
ロ
グ
系
と
デ
ジ
タ
ル
系
二
重
電
流　
292

●
電
磁
波
の
「
一
〇
大
有
害
性
」
を
警
告　
293

〈
復
刻
版
に
寄
せ
て
〉地
球
市
民
の
未
来
に
希
望
を
与
え
る
、

永
遠
の
バ
イ
ブ
ル
│
│
　
296

受
話
器
の
向
こ
う
で
励
ま
し
て
く
れ
た
温
か
い
声
　
296

●
電
話
あ
り
が
と
う
。
が
ん
ば
り
た
ま
え　
296

●
驚
嘆
の
真
理
「
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
共
鳴
」　
297

後
の「
波
動
医
学
」に
道
を
拓ひ

ら
い
た
ベ
ッ
カ
ー
理
論
　
299

●
す
べ
て
の
組
織
、器
官
に
固
有
周
波
数　
299

●
「
発
生
」「
再
生
」「
治
癒
」
の
解
明　
301

●
世
界
最
大
の
軍
隊
と
独
り
で
対
決　
302

●
ポ
ー
ル
・
ブ
ロ
ー
ダ
ー
氏
と
の
出
会
い　
303

●
Ｉ
Ｈ
調
理
器
や
５
Ｇ
は
人
類
を
滅
ぼ
す　
304

電
磁
波
の
危
険
性
を
人
類
の
目
か
ら
隠
せ
！
　
306

●
「
電
磁
波
っ
て
何
で
す
か
？
」（
松
下
電
機
）　
306

●
無
意
味
な
「
熱
効
果
」
が
「
安
全
基
準
」
⁉　
307

悪
魔
の
電
磁
波
利
権
を
守
る
た
め
の
悪
質
工
作
だ
ら
け
　
309

●
単
位
ミ
リ
ガ
ウ
ス
（
mG
）
を
抹
殺
！　
309

●〝
闇
の
勢
力
〞
の〝
不
都
合
な
真
実
〞　
310

●
電
波
「
安
全
基
準
」
に
一
〇
〇
万
倍
大
差　
312

●
超
能
力
と
量
子
テ
レ
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン　
314

カ
バ
ー
デ
ザ
イ
ン
　
重
原 

隆

本
文
仮
名
書
体
　
文
麗
仮
名
（
キ
ャ
ッ
プ
ス
）
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プロローグ　科学信仰と生命「機械論」は、崩壊した

プ
ロ
ロ
ー
グ 

科
学
信
仰
と
生
命「
機
械
論
」は
、崩
壊
し
た

●〝
原
爆
〞と〝
ペ
ニ
シ
リ
ン
〞は
人
類
を
救
っ
た
か
？

　
第
二
次
世
界
大
戦
が
生
ん
だ
〝
科
学
〞
と
〝
技
術
〞
に
お
け
る
二
つ
の
成
果
│
│
。

　
そ
れ
は
〝
原
爆
〞
と
〝
ペ
ニ
シ
リ
ン
〞
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
わ
れ
わ
れ
に
新
し
い
世
界
を
約
束
し
て
く
れ
た
。
そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
自
分
た
ち
の
住
む

環
境
を
完
全
に
支
配
で
き
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
家
庭
で
も
、
車
で
も
、
た
だ

0

0

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
供
給
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
病
気
か
ら
も
解
放
さ
れ
る
。
人
生
を
快
楽
の
な
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
科
学
的
知
識
が
、
順
調
に
発
展
す
れ
ば
、
そ
う
な
る
は
ず
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
科
学
的
な
探
求
は
国
家
的
目

標
と
な
り
、
た
と
え
ば
国
立
衛
生
研
究
所
（
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
。
研
究
ス
タ
ッ
フ
二
五
〇
〇
名
を
擁
し
、
米
国

政
府
の
生
理
学
、
医
学
分
野
で
の
研
究
の
中
枢
的
役
割
を
担
う
。

）
や
国
立
衛
生
試
験
所

（
現
・
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
）
な
ど
が
設
立
さ
れ
、
巨
額
の
資
金
が
投
入
さ
れ
た
。

　
か
く
し
て
、
四
〇
年
間
、
わ
れ
わ
れ
の
世
界
は
〝
ビ
ッ
グ
・
サ
イ
エ
ン
ス
〞
と
〝
ビ
ッ
グ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
〞
と
い
う
二
つ
の
概
念
に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
最
初
、
希
望
は
実
現
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
思
え
た
。
成
功
は
目
前
の
よ
う
に
思
え
た
。
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し
か
し
な
が
ら
、
事
態
は
劇
的
に
変
化
し
た
。

　
い
ま
や
わ
れ
わ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
地
球
生
態
系
は
破
滅
の
危
機

0

0

0

0

0

に
瀕
し
て
い
る
こ
と
を
思
い
知
っ
た
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
た
だ

0

0

ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
医
学
の
面
で
も
、
一
九
五
〇
年
代
に
く
ら
べ
て
ほ
ん
の
わ
ず
か
し

か
進
歩
は
な
い
。
あ
る
部
分
で
は
、
ま
っ
た
く
改
善
さ
れ
て
い
な
い
。

　
な
る
ほ
ど
、
わ
れ
わ
れ
は
、
過
去
の
大
き
な
疫え
き

病び
よ
う
に
勝
利
は
し
た
。

　
し
か
し
、
今
日
で
は
エ
イ
ズ
や
ガ
ン
な
ど
の
新
た
な
悪
性
の
病
気
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。

●
科
学
の〝
何
〞が
、ま
ち
が
っ
た
の
か
？

　
ど
う
し
て
、
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
？　
ど
こ
で
、
間
違
っ
た
の
か
？

　
い
ま
、
わ
れ
わ
れ
に
な
に
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？

　
一
九
五
〇
年
代
に
ス
タ
ー
ト
し
た
興
奮
と
希
望
に
満
ち
た
科
学
技
術
の
進
歩
。
そ
れ
は
科
学
の
巨
大
シ
ス
テ

ム
へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
。
こ
の
巨
大
な
シ
ス
テ
ム
は
、
い
ま
や
同
じ
技
術
の
延
長
線
上
に
、
さ
ら
に
突
き
進

ん
で
い
く
。
そ
れ
以
外
に
は
、
今
日
の
問
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と
は
不
可
能
な
よ
う
に
み
え
る
。

　
問
題
は
科
学
そ
れ
自
体
な
の
で
は
な
い
。
科
学
と
は
人
間
の
努
力
に
他
な
ら
な
い
。

　
科
学
者
た
ち
は
、
ふ
つ
う
新
聞
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
な
、
常
に
真
実
を
求
め
る
論
理
的
な
探
求
者
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。
や
は
り
人
の
子
で
あ
る
。
他
の
人
々
と
同
じ
よ
う
な
失
敗
も
犯
す
。

　
実
際
、
現
代
の
科
学
者
の
仕
事
と
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
。
ま
ず
、
そ
の
成
功
は
、
発
表
さ
れ
た
論
文
数
の
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多た

寡か

で
は
か
ら
れ
る
。
数
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
よ
り
高
い
地
位
が
保
証
さ
れ
る
。

　
よ
り
巨
額
の
研
究
費
、
よ
り
広
い
研
究
室
、
そ
し
て
、
決
定
権
を
持
つ
集
団
の
一
角
に
お
さ
ま
る
こ
と
も
で

き
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
既
成
の
学
説
に
は
逆
ら
わ
な
い
、
当
た
り
障さ
わ
り
の
な
い
論
文
を
多
数
発
表
す
る
。
学
者
世
界

の
そ
う
し
た
状
態
の
結
果
は
ど
う
か
？　
既
知
の
事
実
に
疑
問
を
挟
む
テ
ー
マ
に
喜
ん
で
取
り
組
む
よ
う
な
科

学
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　
む
し
ろ
、
彼
ら
は
、
過
去
の
発
見
の
遺
物
と
も
言
え
る
わ
ず
か
な
問
題
に
、
も
っ
ぱ
ら
そ
の
思
考
を
割
く
。

　
そ
ん
な
こ
と
で
満
足
し
て
い
る
の
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
現
実
が
、
停
滞
を
ま
ね
く
。
そ
し
て
、
科
学
の
進
歩
の
足
取
り
は
遅
い
。
知
識
の
小
さ
な
切
れ

っ
端
を
手
に
入
れ
る
の
さ
え
苦
痛
に
満
ち
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
て
く
る
。
そ
の
小
さ
な
断
片
と
は
す
で
に

存
在
す
る
壮
大
な
建
造
物
に
と
っ
て
、
ち
っ
ぽ
け
な
カ
ケ
ラ
の
付
け
足
し
に
す
ぎ
な
い
の
に
！

　
今
日
の
科
学
は
、
そ
の
最
も
本
質
的
な
面
を
ほ
と
ん
ど
喪
失
し
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
れ
こ
そ
が
〝
冒
険
の
精
神
〞
で
あ
る
。

●
生
命
は
精
巧

0

0

な
機
械

0

0

と
主
張
す
る
人
々

　
ト
ー
マ
ス
・
ク
ー
ン
が
よ
く
言
う
よ
う
に
、
科
学
の
発
展
の
方
向
は
、
以
下
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
る
。
過
去

か
ら
引
き
ず
ら
れ
た
教
条
主
義
的
体
系
の
克
服
で
あ
る
。
そ
れ
は
物
象
が
ど
う
動
く
か
を
解
す
る
新
し
い
見
方
、
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す
な
わ
ち
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
革
命
的
時
代
に
形
づ
く
ら
れ
る
。

　
こ
の
変
革
は
、
約
束
を
ホ
ゴ
に
し
つ
つ
あ
る
既
成
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
次
第
に
増
大
す
る
不
具
合
と
、
現
実
を
よ

り
よ
く
解
明
す
る
新
た
な
能
力
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
。

　
た
だ
し
、
す
べ
て
の
革
命
の
時
代
に
お
け
る
思
考
の
変
革
は
、
既
成
パ
ラ
ダ
イ
ム
内
で
仕
事
を
し
て
い
る
連

中
か
ら
の
手
厳
し
い
反
発
に
さ
ら
さ
れ
る
。

　
一
九
五
〇
年
代
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、
生
命
の
化
学
的
「
機
械
論

0

0

0

」
に
基
づ
い
て
い
た
。

　
こ
の
見
解
に
立
て
ば
、
生
き
物
と
は
化
学
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
精せ
い
緻ち

な
機
械

0

0

に
す
ぎ
な
い
。

　
そ
の
能
力

0

0

は
こ
の
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
許
さ
れ
る
機
能

0

0

に
限
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
生
体
の
自
律
性

0

0

0

と
か
、
自0

然
治
癒

0

0

0

と
い
う
要
素
は
入
り
込
む
余
地
は
な
い
。
機
械
論
の
鋳
型
に
は
な
じ
ま
な
い
か
ら
だ
。

　
こ
の
見
解
は
、
つ
い
に
一
つ
の
ド
グ
マ
と
な
る
。
そ
の
支
持
者
た
ち
は
、「
そ
こ
に
存
在
す
る
す
べ
て
を
知

る
」
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
、「
生
命
に
つ
い
て
知
る
こ
と
」
と
主
張
す
る
。

●
生
命「
機
械
論
」が
閉
ざ
し
た
二
つ
の
道
筋

　
こ
の
思
考
は
、
わ
れ
わ
れ
の
社
会
を
支
配
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
同
様
に
医
学
者
た
ち
を
も
支
配
し
た
。

　
そ
の
た
め
以
下
の
二
つ
の
方
途
が
制
限
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
一
つ
は
あ
る
治
療
を
行
う
た
め
に
使
わ
れ
得
た
で
あ
ろ
う
様
々
な
方
法
が
日
陰
に
置
か
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
も
う
一
つ
は
人
間
の
肉
体
自
身
に
は
治
癒
す
る
能
力
が
備
わ
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
目
覚
め
る
研
究
へ
の
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道
筋
が
閉
ざ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
技
術
発
達
は
医
学
現
場
で
活
用
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
方
で
、
予
測
だ
に
し
な
か
っ
た
副
作
用

0

0

0

が
生

じ
て
き
た
の
だ
。
わ
れ
わ
れ
自
身
、
そ
の
増
え
続
け
る
代
償
を
支
払
う
は
め
に
陥
っ
て
い
る
。

　
た
と
え
ば
、
ガ
ン
の
治
療
技
術
で
あ
る
。

　
そ
の
大
半
が
実
は
、
な
ん
と
そ
れ
自
身
に
発
ガ
ン
作
用
が
あ
る
こ
と
が
、
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
予
期
せ

ぬ
副
作
用
は
次
な
る
〝
技
術
的
補
修
〞
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
今
や
わ
れ
わ
れ
は
、
つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ
に
積
み
重
ね
ら
れ
た
技
術
的
実
験
の
た
め
の
螺ら

旋せ
ん

地
獄
に
、
吞
み
こ
ま

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

　
そ
の
終
り
は
見
え
な
い
。
む
ろ
ん
こ
れ
で
は
患
者
の
治
療
に
は
な
ん
の
役
に
も
立
た
な
い
。

　
生
命
の
化
学
的
「
機
械
論
」
の
錯
誤
の
後
に
、
い
ま
一
つ
の
医
学
的
革
命
が
始
ま
っ
た
。

　
機
械
論
的
思
考
と
そ
れ
に
よ
っ
て
施
さ
れ
る
治
療
に
対
し
て
募
る
患
者
側
の
不
満
だ
。
そ
れ
ら
が
今
日
、
多

く
の
内
科
医
た
ち
を
か
つ
て
医
学
界
か
ら
〝
非
科
学
的
〞
と
捨
て
去
ら
れ
た
治
療
技
術
の
再
検
証
や
医
療
応
用

へ
と
駆
り
た
て
て
い
る
。

　
食
事
療
法
、
ハ
ー
ブ
（
香
草
）
の
使
用
、
メ
デ
ィ
テ
イ
シ
ョ
ン
（
瞑
想
）、
そ
し
て
鍼し

ん

灸き
ゆ
う治
療
…
…
な
ど
が

そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
ほ
ん
の
一
例
に
す
ぎ
な
い
。

　
こ
う
し
た
医
療
現
場
で
の
ラ
ジ
カ
ル
な
変
革
は
、
古
代
の
生
命
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
そ
し
て
医
療
の
根
本
的
な

概
念
に
深
く
根
ざ
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
生
き
物
に
生
来
備
わ
っ
た
治
癒
能
力
の
再
認
識
を
含
ん
で
い
る
。

試し読み ©株式会社ヒカルランド



14

CROSS CURRENTS
14

キャップス

「
生
命

0

0

」は
電
気

0

0

と
磁
気

0

0

の
力
に
支
え
ら
れ
て
い
る

●
物
理
学

0

0

0

と
生
物
学

0

0

0

の
統
合
に
よ
る
革
新

　
同
時
に
、
物
理
学

0

0

0

と
生
物
学

0

0

0

の
統
合
は
、
新
し
い
化
学
の
革
新
を
も
た
ら
し
た
。

　
そ
れ
は
、
生
物
の
中
に
秘
め
ら
れ
た
予
想
外
の
複
雑
さ
や
、
以
前
な
ら
夢
想
だ
に
し
な
か
っ
た
能
力
の
数
々

を
、
明
ら
か
に
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
生
命
の
化
学
は
、
生
体
が
そ
の
下
に
横
た
わ
る
電
気

0

0

と
磁
気

0

0

の
力
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
解
明
し
た
。

わ
れ
わ
れ
の
肉
体
と
脳
は
、
わ
れ
わ
れ
の
体
内
と
体
外
に
電
磁
場

0

0

0

を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

　
私
は
こ
の
事
実
を
、
ま
ず
拙
著
『
ボ
デ
ィ
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
』（
１
９
８
５
）
で
、
明
ら
か
に
し
た
。

　
そ
れ
以
来
、
世
界
中
で
、
こ
れ
に
関
す
る
研
究
熱
の
盛
り
上
が
り
が
強
ま
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
よ
り
重
要
な
発
見
の
報
告
も
あ
い
つ
い
で
い
る
。

　
こ
の
新
し
い
見
知
は
、
生
物
学
的
な
可
能
性
の
領
域
を
広
げ
た
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

　
わ
れ
わ
れ
の
地
球
環
境
の
電
気
的
、
磁
気
的
要
素
と
生
物
と
を
関
連
づ
け
て
見
せ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
は
地
球
の
自
然
な
磁
場
の
中
で
生
き
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
一
方
で
、
膨
大
な
地
球
規
模
の
人
工
的
な
電
磁
波
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
み
出
し
て
い
る
の
だ
。
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●
生
命
と
は
、電
磁
場
の
中
の
電
磁
場
…
…

　
今
日
の
生
命
と
は
、
電
磁
場

0

0

0

の
中
の
電
磁
場

0

0

0

、
そ
の
ま
た
中
の
電
磁
場

0

0

0

と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
生
命
現
象
も
、
宇
宙
を
形
造
っ
た
も
の
と
同
じ
力
に
よ
っ
て
、
支
配
さ
れ
て
い
る
。

　
原
初
よ
り
、
生
命
は
地
球
の
自
然
な
電
磁
的
環
境
に
依
存
し
て
き
た
。
今
日
、
こ
の
自
然
な
電
磁
環
境
は
、

か
つ
て
決
し
て
存
在
し
な
か
っ
た
人
工
的
な
電
磁
場
の
奔
流
に
押
し
流
さ
れ
て
い
る
。

　
前
述
の
本
（『
ボ
デ
ィ
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
』）
で
、
私
は
人
間
の
身
体
電
流
に
つ
い
て
述
べ
た
。
こ
の
『
ク

ロ
ス
・
カ
レ
ン
ト
』
で
は
、
人
間
の
肉
体
の
電
気
と
、
地
球
本
体
の
電
気
の
両
方
が
、
い
か
に
こ
の
人
工
の
電

磁
エ
ネ
ル
ギ
ー
濫ら
ん
用よ
う
に
よ
り
変
質
し
、
損
な
わ
れ
て
き
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
、
差
し
迫
り
つ
つ
あ

る
破
局
を
回
避
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
第
一
歩
を
踏
み
出
す
べ
き
か
説
き
明
か
し
た
い
。

　
こ
の
本
に
盛
ら
れ
た
革
新
的
な
科
学
的
知
識
の
体
系
は
、
科
学
の
衣
装
を
ま
と
っ
た
僧
院
の
中
で
の
み
利
用

さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
一
般
大
衆
に
も
よ
く
理
解
で
き
る
よ
う
な
形
の
、
実
際
に
役
立
つ
知
識

の
体
系
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
は
そ
う
固
く
信
じ
て
い
る
。

　
近
い
将
来
に
予
定
さ
れ
る
数
多
く
の
重
要
な
政
治
的
決
定
が
、
す
ぐ
に
も
そ
れ
を
必
要
と
し
よ
う
。

　
こ
れ
ら
の
知
識
体
系
は
、
同
時
に
ま
た
、
自
覚
大
衆
に
よ
っ
て
積
み
上
げ
ら
れ
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
間

違
っ
て
も
政
治
家
や
官
僚
、
自
己
信
仰
の
た
め
の
〝
主
義
〞
と
や
ら
に
盲
目
的
に
従
順
な
科
学
者
な
ど
に
よ
っ

て
操あ

や
つ

ら
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
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●
自
己
治
癒
力
の
希
望
、環
境
破
壊
の
絶
望

　
こ
の
電
磁
波
の
知
識
は
、
わ
れ
わ
れ
の
自
己
治
癒
能
力
に
大
き
な
希
望
を
約
束
し
て
く
れ
る
。
も
う
片
方
で

は
、
あ
の
レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
氏
の
『
沈
黙
の
春
』
に
匹
敵
す
る
恐
ろ
し
い
警
告
を
発
し
て
い
る
。

　
こ
の
著
作
は
、
わ
れ
わ
れ
の
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
危
機
を
白
日
の
も
と
に
さ
ら
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
地
球
規
模
の
環
境
保
護
運
動
が
生
ま
れ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　
わ
れ
わ
れ
は
、
カ
ー
ソ
ン
氏
が
警
告
し
た
の
と
は
別
の
も
う
一
つ
の
目
に
見
え
な
い
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。

　
私
は
そ
れ
を
確
信
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
危
機
に
立
ち
向
か
う
術
は
、
市
民
に
よ
る
一
致
協
力
し
た
行
動
の
み
で
あ
る
。
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